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研究成果概要 
LIGO-Virgo-KAGRA の第４期観測運転(O4)は、2023 年 5 月から開始された。KAGRA
は最初の約１ヶ月間、LIGO と共に観測運転を行ったあと、感度向上作業を行っていた

が、2025 年 6 月以降に O4 観測運転に再参加する予定である。その際に予定されている

KAGRA の感度は LIGO と Virgo に比べて低いため、LIGO, Virgo で頻繁に検出される

連星合体イベント候補を KAGRA でも検出するためには、それに特化した解析を行うこ

とが有用であると考えられる。本研究では、LIGO, Virgo で検出されたイベント候補の、

時刻、質量、スピンなどのパラメータの情報を用いて、KAGRA データ中でイベントを

探索するためのベイズ的手法による解析パイプライン開発を行っている。これまでの研

究により、この手法によって、従来のマッチトフィルターよりも高い検出効率が得られ

ることが分かっている。現在は、公開されている O3 までの LIGO, Virgo の実データを

用いて、LIGO で検出されるイベントが Virgo データ中でも検出出来るかどうかのテス

トを行っている。例えば、Virgo が最初に重力波を検出したとされている、GW170814
に本手法を適用すると、Virgo データ中にイベントを確認出来ることが分かった。今後、

バックグランド推定の改良などを行い、統計的有意さの評価の精度の向上を図っていく。

そして、本手法を 2025 年の観測運転データに適用し、KAGRA による重力波信号検出

を目指す予定である。 
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